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グ ア バ

南国の香りのフルーツ

　グアバ（Psidium guajava）はフトモモ科バンジ
ロウ属の熱帯アメリカ原産の果樹です。台湾やフィ
リピンなどの熱帯・亜熱帯地方で広く栽培されてい
ます。和名は蕃石榴（バンジロウまたはバンザクロ）、
沖縄地方ではバンシルーと呼ばれます。樹皮ははが
れやすく、滑らかな樹肌をしています。高さ３～４
ｍの低木で、葉や樹形が美しく、観賞樹としても利
用されています。葉腋に２～３個の白い花をつけ、
果実は球形から洋ナシ形で、品種にもよりますが長
さ 5 ～ 12cm になります。果皮は薄くきめが細かく
緑色で、熟すにつれて黄色になり、熟したものは強
い香りがあります。果肉の中央部分には硬い種子が
あり、果肉の色は白色、黄色、桃色、紅色などがあ
ります。ちなみに色彩館南国植物温室で栽培してい
るグアバは紅色をしています。果実は甘く酸味があ
りビタミンＣを豊富に含んでいます。香りが強く
なってきたものを皮ごとまるかじりや、塩水などに
つけて味付けをして食べたり、熱帯のほうでは成熟
前の緑色の硬い果実を生食することもあるそうで
す。果実が店頭に並ぶことは少なく、加工品として
グアバゼリー、ジュース、ジャム、マーマレード、
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フトモモ科バンジロウ属
原産地：熱帯アメリカ

シロップなどで目にすることが多いのではないで
しょうか。果実以外の利用では葉を利用したグアバ
茶があります。葉はタンニンを含み乾燥させてお茶
として利用します。実生やさし木で殖やすことがで
きますが、優良品種は接ぎ木で殖やします。種の発
芽率は高いようです。
　また大温室には同じくフトモモ科のフェイジョア
があります。花がグアバに似ており、果実がパイナッ
プルのような香りがするため、別名パイナップルグ
アバともいわれます。白い肉厚の花弁で内側は赤く、
暗赤色のしべが魅力的な花を咲かせます。花弁には
甘い香りがありエディブルフラワーとしてサラダの
香り付けなどに利用されることもあります。果実は
楕円形の灰緑色でやや赤みを帯び、白黄色の柔らか
い多汁な果肉です。中心には細かい種子があり、パ
イナップル、イチゴ、バナナをあわせたような味が
します。フェイジョアは品種によっては自家受精し
ないので品種がわからない場合は２品種以上を混植
した方が良いです。果実を半分に切りスプーンです
くって生食したり、加工品としてはジャムやゼリー、
果実酒などに利用されます。



草取りの話

春に植えた花や野菜がぐんぐん伸びてきた 6 月、
時を同じく伸びてきているかと思います。雑草。
根の張り方や茎の脆さ、種の飛散の仕方 etc・・・。

ざくざく、ぷつり。

実に多種多様で一筋縄では行きません。横着をして根っこまでしっかり
取り除かないと、あっという間に新しい葉を伸ばしてきます。
どのくらいの力で引き抜けばいいのか、はたまた根っこで隣どうし繋
がっているのか、じっくりと見極めましょう。ズルっと抜けた時の達成
感はたまりませんよ！
さぁ、あちらとこちらの根比べ、開戦です。　　　　　　　　　　 MIZ

　作業ボランティア・トムテさんのご協力のもと、当園では昨年より

「オールドローズの小径」の開花調査をおこなっています。オールドロー

ズが開花する 6 月上旬から始まり 10 月上旬までの約 4 か月間、植栽

されている 192 品種それぞれの開花状況を観察し記録を取ります。こ

のようなデータを収集することにより、それぞれの開花特性にあわせ

たよりきめ細かい管理と正確な情報発信が可能になります。

　オールドローズに限らずバラに関するテキストはこの世にあふれる

ほどありますが、まずは自分の目の前の花をしっかりと観察すること

を大切にしていきたいなと思うのです（勉強嫌いの言い訳かも！）と

いうわけで今年は管理スタッフＦもジャンジャン観察してガンガン

データ集めます。ご興味のある方、ぜひご一緒にいかがですか？
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ロサ モエシー

原種
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第四十回

　メインの整形式ローズガーデンが満開になる
前に『オールド ローズの小径』がひとあし早
く 6 月中下旬頃見ごろを迎えます。2013 年に
できたばかりのこのゾーンは、約 180 品種も
の道内有数のコレクションをひと株ひと株堪能
することができ、可愛らしい花容と豊かな香り
が目も鼻も楽しませてくれます。是非ともご覧
いただきたいゾーンのひとつです！…冒頭から
話がかなり逸れてしまいましたが、今月はオー
ルド ローズの小径に入ってすぐのところで皆
様をお出迎えする魅力たっぷりの原種、ロサ 
モエシーをご紹介いたします。
　ロサ モエシーは中国の高地原産のバラです。
原種らしい一重咲きですが、鮮やかで独特な
ローズレッドで、なかの黄金色のしべも印象的、
そのコントラストがとても目を惹きます。小さ
く丸めでマットな質感の葉はサンショウのよう
で野趣にあふれ、和風のお庭に植えても、ナチュ
ラルガーデンに植えても協調性があり馴染みま
す。とても人気がありますが、珍しい品種のた

め流通が少ないのが難点です。高さは 1.0 ～
2.5m ほどになり、シュラブ樹形で樹勢も強く自
立するので、お庭の雰囲気に合わせて自然樹形
でも良し、フェンスやトレリスに仕立てること
もできます。ハーディネスゾーン 5 と寒さに強
く北海道では育てやすいですが、高温多湿に弱
い傾向にありますので、暖地では陽当たりや風
通しなど植栽場所に工夫が必要ですね。
　ロサ モエシーは一季咲きですが、秋も目が離
せません。特記したいのはヒップについてです。
9 月中旬～ 10 月中旬頃にかけ徐々にオレンジ色
へと色づきます。紡錘型のヒップに長めの細い
トゲが疎らにつんつんと生え、とても個性的な
風貌で色づく前はおイモみたいです。形のこと
を調べてみると「逆さまにしたボウリングのピ
ン」や「ひょうたん」など、好き勝手な言われよう。
皆様はどのように見えるでしょうか？
　花、葉、実、すべてに個性と魅力を秘めたロ
サ モエシー。園芸愛好家の心をくすぐります。
その魅力にハマると抜け出せなくなるかも！



6 月の市民園芸講座のご案内

●6 月 10 日 ( 土 )　13:00~15:00　小品盆栽・苔玉の楽しみ方
　料金：無料　定員：40 名　講師：吉川 茂さん　岩見沢樹石会

●6 月 11 日 ( 日 )　13:00~15:00　白い花の清楚な寄せ植え
　料金：2,000 円（容器代別途）　定員：20 名
　講師：土谷 美紀さん　恵庭サンガーデン

●6 月 17 日 ( 土 )　10:00~12:00
　ばらゼミ④夏。花後の管理～できること全部。
　料金：無料　定員：40 名　講師：工藤 敏博さん　ローズグロワー

●6 月 18 日 ( 日 )　13:00~15:00　夏に楽しむ寄せ植えを作ろう
　料金：2,000 円～（容器代別途）　定員：10 名
　講師：高橋 かつえさん　フラワーマスター

●6 月 24 日 ( 土 )・7 月 1 日（土）　10:00~12:00
　バラ管理スタッフのローズツアー～ようこそ誇り高き北国のバラ園へ
　料金：無料　定員：40 名　講師：バラ園スタッフ
　※バラ園入口看板前へお集まりください。

●6 月 25 日（日）　10:00~12:00
　バラの美しい写真の写し方
　料金：無料　定員：20 名　講師：河野 芳廣さん　カメラの理光

●7 月 1 日（土）　13:00~15:00　バラ園のバラを使ったアレンジメント
　料金：2,000 円　定員：30 名
　講師：秋元 千秋さん　フラワーデザイナー

●7 月 2 日（日）　10:00~12:00　バラ園でスケッチしよう
　料金：無料　定員：10 名
　講師：藤川 志朗さん　イラストレーター

6/24 ～ 7/9
藤川志朗イラスト展

開　催！


